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予報研究連絡会, 2015年 12月 2日, 気象庁. 

13. 竹村 和人, 前田 修平, 2017: 寒候期後半におけるエルニーニョ現象に伴う東西波数 1成

分の卓越と負の北極振動, 日本気象学会 2016 年度春季大会, 2016 年 5 月 18 日～21 日, 

東京都渋谷区. 

14. 小林 ちあき, 前田 修平, 竹村 和人, 2016: 日本付近の季節変化に対する ENSOの影響, 

日本気象学会 2016年度春季大会, 2016年 5月 18日～21日, 東京都渋谷区. 

15. 前田 修平, 竹村 和人, 久保 勇太郎, 2016: 2016 年 8 月の循環場の異常と高渦位の亜熱
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る成層圏の影響とその予測, 日本気象学会 2024年度秋季大会, 2024年 11月 15日, つく

ば国際会議場.  

  



過去に査読を務めた雑誌 

 

✓ SOLA (Scientific Online Letters on the Atmosphere) 
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✓ Advances in Atmospheric Sciences 

✓ Climate Dynamics 

✓ Atmospheric and Oceanic Science Letters 

 

以上、相違ございません。 


